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既販⾞をコネクテッド化すること
でユーザー、販売店ともにさまざ
まなメリットが期待できる

リンクドライブコネクター

リンクドライブで⼈とクルマがつ
ながる

〈マーケット最前線〉ＧＭＯモビリティクラウドの
「リンクドライブ」

紙⾯で読む  この記事をスクラップ

 インターネット関連のＧＭＯグループのＧＭＯモビリティクラウ
ド（⻘⼭満社⻑、東京都渋⾕区）が、⾞両⽤後付けコネクテッド装
置「ＬＩＮＫ ＤＲＩＶＥ（リンクドライブ）」の販売拡⼤に取り
組んでいる。既販⾞両にコネクターを装着するだけで⾞両状態を販
売店が把握し、スマートフォン（スマホ）を通じてユーザーへの整
備アドバイスが可能になる装置だ。ユーザの⾞両整備に関する安⼼
感につながるほか、販売側には顧客との接触機会を増やすツールと
して効果が期待できる。すでに導⼊事業者が１００社を超えたほ
か、利⽤者数も順調に伸びているとしており、さらなる導⼊拡⼤に
向けてサービス拡充に取り組む。

（編集局・⾕⼝ 利満）

 ＣＡＳＥ（コネクテッド、⾃動運転、シェアリング、電動化）の
中で、コネクテッドは⾞の安全・安⼼を⽀える機能として、新型⾞
への搭載が始まっている。

 ただ、新⾞で搭載が進んでも、国内保有⾞両の⼤多数を占める既
販⾞で利⽤できなければ、コネクテッドカーの普及はなかなか進ま
ない。

 ⾃動⾞ディーラーにとっては、ユーザーとのコンタクトツールに
なるコネクテッド機能が既販⾞でも利⽤できれば新たなチャンスを
⾒出せる。

 ＧＭＯモビリティクラウドは、もともとリンクドライブシステム
を⼿掛けていたＧＭＯクラウドから分割し設⽴された。今年３⽉に
は総合商社の双⽇が資本参加。ユーザーとクルマ、事業者をつなぐ
コネクテッドカーに的を絞り関連事業を展開していく。

 サービス概要はシンプル。必要な作業は、端末コネクターを⾞両
の⾞載⾃⼰診断装置（ＯＢＤ）のポートに差してスマホとペアリン
グするのみ。これにより、ユーザーはバッテリー、タイヤなどの部
品交換時期がスマホで容易にチェックできる。マイカーのコンディ
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リンクドライブコラボのスマート
フォン画⾯

ションを販売店と共有することで、⾞両の未整備を回避できる。⾞
の状態が⼼配になった際、遠隔地からでもプロの⾞両診断を受ける
ことができる。

 整備⼯場や中古⾞販売店といった導⼊事業者にとっても利点は⼤
きい。「リンクドライブプロ」のシステムを通じ、顧客とダイレク
トにつながることで、リアルタイムに顧客⾞両の電圧、⽔温、⾞速
やエンジン回転数などの⾛⾏データを取得できる。⾞両の解析結果
を踏まえて顧客⼀⼈ひとりに合わせた情報配信も可能になる。

 最近、⾃動⾞業界でもスマホアプリを通じたクーポン配信などで
顧客との接点強化に努める事業者は少なくない。その中で同社のサ
ービスは「クルマに詳しくない消費者が増えたからこそ、コネクテ
ッド機能でクルマの状態とリンクした情報提供が有益になり、他社
との差別化を図れる。ユーザーにも安⼼感を提供できているのでは
ないか」（林和⾺取締役）と⼿応えを⼝にした。

 さらに、今春から個々の事業者がオリジナルアプリを制作可能な
「リンクドライブコラボ」を⽴ち上げた。オリジナルアプリによっ

て、ユーザーへのアピール⼒が強まる。⽉ごとに⼀定料⾦を⽀払えば整備代⾦無料というサブス
クリプションなど、⾃社の独⾃サービスを盛り込んだ情報配信が可能になるともいう。

 コロナ禍に伴い対⾯を⾒合わせ、ＳＮＳなどを使ったユーザーとのコミュニケーションに⼒を
⼊れる動きが顕在化したことも追い⾵だ。「従来まで検討段階だった事業者が本格導⼊に前向き
な姿勢を⾒せている」（同）という。リンクドライブプロの導⼊事業者数は１００社を超えた。
問い合わせも増えている。来年末までに３００社への拡⼤を⽬指す。

 従来は⼤⼿機械⼯具商社と連携して整備事業者への売り込みに⼒を⼊れてきた。今後は中古⾞
専業者も重点ターゲットに加え、すそ野を広げていく。すでに⼤⼿中古⾞事業者と交渉を進めて
いる。「中古⾞事業者のコネクテッド化への意識は強い上、当社としても⼀気にリンクドライブ
の利⽤者数を拡⼤できる」（同）ことから、ビジネス基盤の拡⼤に向けて、新たな販路確⽴に注
⼒していく。
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